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　今回は加速度/角速度/地磁気（磁力）の慣性計測
を行ってみます（写真1，写真2）．mikroBusインター
フェースを使った9軸IMU（Inertial Measurement
Units）センサ・ボードを使用します．

写真2　磁力（地磁気）も測定できる
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各項目の数字が表示され続けている

写真1　9軸慣性センサを動かしてみる
ボードをいろいろな方向に動かしてログ取りしてからExcelなどでグラフ
化すると分かりやすくなる

PCにUSB接続

今回紹介する9軸慣性センサ

● ボードの特徴
mikroBusはセルビアのMikroElektronika社が提唱

するボード・インターフェースです．上に載せるボー
ドはクリック・ボード（click Boards）といいます．
　今回の9軸慣性センサ（IMUセンサ）ボード9DOF
はこのmikroBusに対応したクリック・ボードです

（写真3）．9軸IMU（Inertial Measurement Units）と
は慣性計測装置のことで，3軸の加速度センサと3軸
のジャイロセンサ，3軸の磁力センサを備えています．
ウェブ・ページを以下に示します．
https://www.mikroe.com/9dof-click

　ボードの回路図はmikroBusのウェブ・ページから
ダウンロードできます．
https://download.mikroe.com/
documents/add-on-boards/click/9dof/ 
9dof-click-manual-v100.pdf

　ボード回路図（1）を見て，動作を追ってみます（図1）．
　搭載されている9軸IMUはLSM9DS1（STマイクロ
エレクトロニクス）です．LSM9DS1はSPIとI2Cのイ
ンターフェースを持っていますが，このボードでは
I2Cで使用するようになっています．

写真3　9軸慣性センサ（IMUセンサ）ボード
それぞれ3軸の加速度・角速度・磁力計測が行える

IMU LSM9DS1
（STマイクロ
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第1回　センサ実験にピッタリのSTM32マイコン・キット（2017年10月号）
第2回　心拍でマイコンに割り込みをかける（2017年11月号）
第3回　センサ割り込み周期から心拍数を求める（2017年12月号）
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モジュール時代ははんだづけ不要!
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9軸加速度/角速度/地磁気センサを 
RISC-Vボードで動かす第11回
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